パブリックコメントの回答について

「がん患者医療用補正具購入費助成事業の導入について｣のパブリックコメント募集手続きについては、令和４年11月９日から12月９日まで募集し、１件のご意見をいただきました。
いただいた意見要旨及び意見に対する市の考え方は、以下の通りです。

	いただいた意見の要旨
	市の考え方

	乳房全摘手術後は患部の保護が必要となり、人の腕や物が当たることを避けなければなりませんし、体形が変わりバランスが取り難くもなります。
治療と就労及び社会参加のためには、本人の体形に合ったきちんとした補正下着とパッドが必須不可欠となりますが、ともに高額です。丁寧に扱っても、パッドは劣化もしますから１年ごとの買い替えが必要かと思います。
助成は、１人につき補正具の種類ごとに１回とする。とありますが、年に１回購入費の助成があれば、経済的に助かります。特に「ＡＹＡ世代（１５～３９歳）」にとっては、先の人生の方が長いです。どうか購入費の助成を１回だけと言わず、複数年認めていただきたいと思います。
	　貴重なご意見ありがとうございます。
この事業は、がん患者の社会参加の一助となることを目的に、岐阜県の「がん患者医療用補正具購入費助成事業」を基に実施します。
現時点での助成回数の変更は予定しておりませんが、今後、この事業が開始された後も、ご意見を参考に、検討して参ります。


